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■
計
画
の
目
的

　

第
5
期
菊
陽
町
総
合
計
画
は
、
第
4
期

総
合
計
画
の
実
績
と
評
価
を
踏
ま
え
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
る
本
町
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
ま
す
。

■
計
画
の
役
割

①
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営

　

の
指
針

②
町
民
な
ど
の
活
動
に
際
し
て
の
指
針

③
国
・
県
な
ど
が
地
域
計
画
を
策
定
し
、

事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
尊
重
す
べ

き
指
針

■
計
画
の
構
成
と
期
間　

　
「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計

画
」
で
構
成
し
、
平
成
23
年
度
〜
平
成
32

年
度
の
10
年
間
を
計
画
の
期
間
と
し
ま
す
。

■
目
標
人
口

　
「
光
の
森
」
を
は
じ
め
と
し
た
住
宅
開
発

を
契
機
に
し
て
、
近
年
総
人
口
は
急
激
に

増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
10

年
間
は
、
人
口
の
転
出
入
が
年
々
縮
小
し
、

人
口
増
も
一
段
落
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
32
年
度
の
目
標
人
口

を
4
3
，0
0
0
人
と
設
定
し
ま
す
。

■
総
合
計
画
策
定
審
議
会

　

総
合
計
画
の
策
定
は
、
町
条
例
の
規
定

に
よ
り
、「
菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
」

の
意
見
を
参
考
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

審
議
会
は
、
議
会
議
員
、
各
種
団
体
の

委
員
、
大
学
教
授
な
ど
20
人
で
構
成
さ
れ
、

会
長
は
熊
本
県
立
大
学
の
明
石
照
久
教
授

で
、2
月
に
「
基
本
構
想
案
」
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
具
体
的
な
事
項
を
盛
り
込
ん

だ
「
基
本
計
画
」
を
検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総合政策課　総合政策係 ２３２-２１１２問い合わせ

総合計画の基本構想策定

第5期菊陽町総合計画の基本構想を策定
町の将来像「人・緑　未来輝く生活都市　きくよう」

次の10年間に向けて

町では、平成13年に「人・緑・元気　輝く　生活創造都市」を町の将来像とする「第
4期菊陽町総合計画」を策定し、さまざまな事業を実施してきましたが、今年
3月の計画期間終了に伴い、新たな総合計画を策定しています。この新たな総
合計画のうち、「人・緑　未来輝く生活都市　きくよう」を将来像とする基本構
想が3月の議会で議決されましたので、その概要をお知らせします。
詳細は、「広報きくよう」5月号から順次掲載していきますのでご覧ください。

町の現状とまちづくりの課題を踏まえ、目指
すべき町の将来像とこれを実現するための施
策の基本的な方向を示します（議会の議決を
経て策定します）。

■施策の体系
　本計画では、下図のように町の「将来像」を定め、この実現化を目指すため
に「4つのまちづくりの目標（都市像）」、さらに「8つの施策の大綱（政策分野）」
と「33の基本施策」を定めました。
  33の基本施策の事業は、第4期の総合計画の事業を継承しつつ、新たな事業
も盛り込み、9月ごろまでに「前期基本計画（平成23～27年度の5年間）」とし
てまとめる予定です。

町
民
意
識
調
査

町
政
懇
談
会
開
催

菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
開
催（
平
成

23
年
2
月
ま
で
に
4
回
開
催
、4
月
以
降
4

回
開
催
予
定
、全
8
回
の
計
画
）

町
長
、
菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
に
総

合
計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問

菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
か
ら
「
基
本

構
想
案
」に
つ
い
て
答
申

1～2月1～2月 7月
菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
か
ら
前
期

基
本
構
想
案
に
つ
い
て
答
申

前
期
基
本
計
画
策
定（
町
長
決
定
）

9月 2月
「
基
本
構
想
」（案
）
　

議
会
議
決（
基
本
構
想
の

決
定
）

3月
町
政
懇
談
会
開
催

7月

■
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
計
画

基本構想

基本構想を実現するための具体的な施策体系を
明らかにする計画。基本計画の期間は、前期5
年、後期5年の10年間ですが、急激な社会情勢・
経済情勢の変化により計画を見直すこともあり
ます。

基本計画

基本計画で体系化した各施策の実施年度や事業量、実
施方法を具体化したものです。期間は3年とし、毎年
ローリング方式により計画を策定していきます。

実施計画

基本理念
一人ひとりが知恵を出し、心が触れ合い、活力ある、協働のまちづくりを目指します。

将来像 まちづくりの目標（都市像） 施策の大綱（政策分野） 基本施策

人を大切にするまち

暮らしやすく安全で
安心なまち

活力にあふれ、にぎ
わうまち

みんなで協働して支
えるまち

①学校教育の充実
②生涯学習・生涯スポーツの充実
③文化・芸術の振興
①生涯にわたる健康の保持・増進
②地域福祉の充実
③高齢者福祉の充実
④障がい者福祉の充実
⑤子育て支援の充実
⑥ひとり親家庭などへの支援
⑦社会保障制度の適切な運営

①環境保全対策の推進
②緑化の推進
③水環境の保全・活用

①調和のとれた土地利用の推進
②住宅・住環境の整備
③交通体系の充実
④水の安全供給と下水道の整備
⑤環境衛生対策の推進

①防災対策の充実
②消防・救急対策の充実
③防犯・交通安全対策の充実
④消費者保護対策の充実

①農業の振興
②工業の振興
③商業の振興
④観光の振興

①住民参画の推進
②男女共同参画の推進
③人権尊重の社会づくりの推進
④広報活動の推進

①高度情報化への対応
②行財政運営の充実・強化
③広域連携の推進

33の基本施策8つの政策分野4つの都市像

２ 地域で支え合い、みんな
が健康で暮らせるまちづ
くり
（健康・福祉）

１ 個性を引き出し、感性を
磨くまちづくり
（教育・文化）

１ 環境に配慮した緑豊かな
まちづくり
（自然・環境）

２ 快適でゆとりのあるまち
づくり

（生活基盤）

３ 住みよい安心安全なまち
づくり
（防災・消防・防犯など）

１ 働きやすく、活気とにぎ
わいのあるまちづくり

（産業）

１ 町民と行政が協働でつく
るまちづくり

（住民参画・男女共同参画など）

２ 効率的で効果的な行財政
運営を図るまちづくり

（行財政）

人
・
緑　

未
来
輝
く
生
活
都
市　

き
く
よ
う

平成22年平成23年
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ま
ち
づ
く
り

　
　

東
部
と
西
部
の
格
差
が
大
き
い
。
バ

　
　

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
菊
陽
町
に
し
て
ほ

し
い
。

　
　

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
進
め
て

　
　

い
く
。

　
　

今
後
、
10
年
間
に
合
併
の
構
想
は
な

　
　

い
の
か
。

　
　

今
の
時
点
で
は
基
本
構
想
の
将
来
像

　
　

を
基
に
単
独
で
い
き
た
い
が
、
将
来

的
に
合
併
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点

で
考
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
今
は
町
と

し
て
力
を
つ
け
る
時
期
で
あ
る
。
時
代
の

波
が
く
れ
ば
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

10
年
後
、
4
万
3
千
人
を
目
標
に
し

　
　

て
い
る
が
、
将
来
的
に
菊
陽
町
独
自

で
市
を
目
指
す
の
か
。

　
　

人
口
が
5
万
人
を
超
え
な
い
と
単
独

　
　

で
は
市
に
な
れ
な
い
。
独
自
に
市
に

な
る
こ
と
は
10
年
間
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、4
万
3
千
人
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
と

し
て
は
市
レ
ベ
ル
的
な
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

光
の
森
多
目
的
広
場
な
ど
の
将
来
的

　
　

な
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

光
の
森
多
目
的
広
場
の
南
側
の
公
共

　
　

用
地
は
、
支
所
機
能
を
中
心
と
し
た

複
合
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。
平
成
23
年

度
か
ら
基
本
設
計
な
ど
に
取
り
掛
か
り
、

平
成
25
年
度
に
は
工
事
に
着
手
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。
施
設
の
整
備
内
容
は
、
地

域
の
方
々
を
含
め
た
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
の
光
の
森
多
目
的
広
場
は
仮
の
運
用

で
あ
り
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
平
成

28
年
度
ま
で
に
本
格
的
な
整
備
を
し
て
い

き
た
い
。

教
育
・
文
化

　
　

中
部
小
学
校
建
設
に
係
る
工
程
は
ど

　
　

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

今
年
の
8
月
に
工
事
契
約
、
9
月
に

　
　

は
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
、
平
成
25
年
の
１
学
期
に
完
成
予
定
と

し
て
い
る
。そ
れ
に
併
せ
て
、仮
設
校
舎
は
、

役
場
横
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
を
予

定
し
て
お
り
、
今
年
の
2
月
に
着
手
し
、

7
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
　

旧
Ｒ
Ｋ
Ｋ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
民
間
に
よ

　
　

る
宅
地
開
発（
1
8
0
戸
）が
行
わ
れ

る
が
、
現
在
の
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
の
施

設
で
児
童
の
受
け
入
れ
は
可
能
か
。

　
　

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
の
児
童
数
は
、

　
　

多
い
学
年
で
55
人
、
少
な
い
学
年
で

46
人
で
あ
る
。仮
に
各
学
年
20
人
増
え
て
も
、

2
ク
ラ
ス
の
ま
ま
で
対
応
で
き
る
が
、
特
定

の
学
年
に
偏
っ
て
く
れ
ば
3
ク
ラ
ス
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
今
あ
る
施
設

の
中
で
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

健
康
・
福
祉

　
　

健
康
維
持
の
た
め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ

　
　

施
設
な
ど
を
造
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
基
本
構
想
の
中
で

　
　

も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
だ
が
、
建
設
の
方
向
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
医
療
費
の
抑
制
と
し
て
、
健

　
　

康
で
病
気
に
な
る
前
の
予
防
に
力
を

入
れ
て
は
。

　
　

健
康
の
保
持
増
進
と
し
て
、
具
体
的

　
　

な
施
策
を
体
系
的
に
取
り
組
み
た
い

と
思
う
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
町
か
ら
案

内
し
て
い
る
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
健
診
を
受
け
る
と
精
密
検
査
が
必
要

な
人
に
は
保
健
師
か
ら
の
健
康
指
導
も
あ

る
。
ま
た
、
町
内
各
地
区
で
は
、
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
。
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

自
然
・
環
境

　
　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
を

　
　

も
っ
と
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

　
　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
南
方
地
区
を
中

　
　
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
一
昨
年
か

ら
町
で
は
公
共
施
設
を
中
心
に
役
場
庁
舎
、

各
町
民
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
で
試
験
的
に
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
取
り
組
ん
だ
。
平
成
23

年
度
か
ら
は
、
各
地
域
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
。

生
活
基
盤

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
課
題
を
具
体
化

　
　

し
、
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　

都
市
計
画
の
規
制
で
開
発
は
厳
し
い

　
　

が
、
十
分
知
恵
を
働
か
せ
た
い
。
現

在
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
合
志
市
、
益

城
町
、
嘉
島
町
、
菊
陽
町
の
1
市
3
町
で

市
街
化
調
整
区
域
活
性
化
連
絡
協
議
会
を

通
し
て
、
県
に
対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
Ｊ
Ｒ
原
水
駅
の
駅
正
面
の
階
段
は
3

　
　

段
あ
る
の
で
、
高
齢
者
な
ど
に
は
不

便
で
あ
る
。
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

原
水
駅
の
北
側
は
す
で
に
着
手
し
て

　
　

い
る
。
駅
正
面
の
階
段
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
防
災
・
消
防
・
防
犯
な
ど

　
　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

　
　

警
察
力
の
強
化
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　
　

大
津
警
察
署
管
内
は
県
内
で
も
交
通

　
　

事
故
、
犯
罪
の
多
い
地
域
と
な
っ
て

い
る
。
町
と
し
て
も
警
察
力
の
強
化
を
機

会
が
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
の
各
地
区
で
も
警
察
力
の
強
化
に
対

す
る
署
名
運
動
を
展
開
し
て
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

大
規
模
災
害
な
ど
の
防
災
体
制
と
し

　
　

て
、
熊
本
市
な
ど
と
避
難
協
定
は
結

べ
な
い
の
か
。

　
　

飲
料
水
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て

　
　

大
津
菊
陽
水
道
企
業
団
の
水
道
施
設

の
中
に
蓄
え
て
い
る
。
ま
た
、
食
糧
は
、

大
型
商
業
店
舗（
ゆ
め
タ
ウ
ン
・
ジ
ャ
ス
コ
）

に
、
災
害
時
に
優
先
的
に
確
保
し
て
も
ら

う
た
め
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
産
業

　
　

町
全
体
の
も
の
と
し
て
「
鼻
ぐ
り
井

　
　

手
」
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
方
が
い
い
。

地
元
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
、
後

押
し
し
て
ほ
し
い
。

　
　

地
元
の
経
済
効
果
が
上
が
る
よ
う
に

　
　

し
た
い
。
今
後
、
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
た
い
。

　
　

に
ん
じ
ん
焼
酎
の
今
後
の
展
開
と
新

　
　

た
に
人
参
の
粉
末
な
ど
を
商
品
化
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

町
や
商
工
会
で
は
、
に
ん
じ
ん
焼
酎

　
　
「
酔
紅
」
を
作
っ
た
。
現
在
は
、
原
材

料
の
芋
か
ら
米
を
主
体
に
し
た
、
に
ん
じ

ん
焼
酎
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
人
参
の

粉
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
が
、
人
参
を
粉

に
す
る
に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
。

人
参
に
は
消
臭
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
、
町
と
商
工
会
が
連
携
し
て
「
に

ん
じ
ん
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
」
や
「
に
ん
じ
ん

石
け
ん
」
を
商
品
化
し
よ
う
と
進
め
て
い

る
。

住
民
参
画
・
男
女
共
同
参
画

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
で
あ
る
の
で
、

　
　

女
性
の
考
え
方
も
総
合
計
画
の
中
に

反
映
し
て
い
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

　
　

総
合
計
画
策
定
審
議
会
の
中
に
は
、

　
　

4
人
が
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、

多
様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

行
財
政

　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
施
設
を

　
　

長
持
ち
さ
せ
る
な
ど
、
将
来
の
支
出

を
削
減
す
る
よ
う
な
施
策
も
必
要
で
は
。

　
　

施
設
の
長
寿
化
も
重
要
で
あ
る
。
道

　
　

路
も
下
水
道
も
台
帳
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
長
持
ち
す
る
よ
う
に
維
持
・
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
特
別
会

計
は
企
業
会
計
方
式
に
移
行
す
る
こ
と
で

見
直
し
を
し
て
い
る
。

町政懇談会　2011

新基本構想に係る
町政懇談会を開催

町長と語る6日間

町では、新たな基本構想の素案について、町民の皆さんと意見
交換を行うために「町政懇談会」を開催しました。6日間で延べ
96人の町民の皆さんの参加があり、さまざまな質問や意見が寄
せられました。ここで、その主な質問、意見などを「Ｑ＆Ａ」
方式で紹介します。

■次回の町政懇談会
　今後は、基本構想を実現するため
の具体的な基本施策（基本計画）の
策定に向けた町政懇談会を7月ごろ
に予定しています。
　詳しい日程などは決まり次第、「広
報きくよう」および町ホームページ
でお知らせします。

■開催状況
開催日 会　場 小学校区 参加人数

1月24日（月）

1月25日（火）

1月26日（水）

1月31日（月）

2月1日（火）

2月2日（水）

南部町民センター

老人福祉センター

ふれあいの森研修センター

三里木町民センター

西部町民センター

武蔵ヶ丘コミュニティセンター

菊陽南小学校区

菊陽中部小学校区

菊陽北小学校区

菊陽西小学校区

武蔵ヶ丘北小学校区

武蔵ヶ丘小学校区

13人

14人

　　9人

14人

17人

29人

総合政策課　総合政策係 ２３２-２１１２問い合わせ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ
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